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•研究活動や成果物の多様化
–論⽂，雑誌，書籍，研究者，データ，ソフトウェア，
プレプリント，ファンド，研究計画，データ管理計画，
発表資料，ポスター，…

•発⾒可能性、アクセス可能性、再利⽤可能性
–研究活動や成果物等の関係グラフ
•エンティティ抽出・リンキング
•図・テーブル等抽出

–新しい結果の発⾒と通知
–キュレーション
–サービス連携
–統計や可視化
–Altmetrics
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オープンサイエンス時代の検索とは?



•SHARE
•OpenAIRE
•Open Knowledge Maps
•ScienceOpen
•Semantic Scholar
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海外事例



•アメリカやカナダの各協会(ARL, AAU, APLU)
–⽬的: 研究成果の共有，公開，保存

• OSFと協業
• SHARE 2.0
• 語やファセット検索
• REST API
• SHARE Notify
–ATOM feed
–関連活動発⾒通知

• http://www.share-research.org/
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SHARE
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• EUの研究成果物やデータの発⾒可能性や再利⽤性を向上
–Horizon2020: OpenAIRE2020 + OpenAIRE-Connect2020
–ファウンダーやデータプロバイダー向けの機能提供

•世界中のリポジトリ等から集約
–OpenAIRE準拠のリポジトリ
•DataCiteをファンディングやアクセス権について拡張

–関連のマイニングとユーザフィードバック
–⽇本のもIRDBから取得
–Zenodoとの連携

• API
–OAI-PMH
–REST API
–LOD

• https://www.openaire.eu
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OpenAIRE
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15from https://www.openaire.eu/connect



OpenAIRE LOD

16https://blogs.openaire.eu/?p=823



OpenAIRE LOD

17https://blogs.openaire.eu/?p=823



•可視化UI
–対象: PubMed, DOAJ
–トピック毎にクラスタリング
•様々な成果物の種類に対応
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Open Knowledge Maps
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•オープンサイエンススタートアップ
–Berlin+Boston+Budapest
–様々なソースから集約
•論⽂誌、編集者、研究者⽤の機能
–プロファイル
–出版後ピアレビュー
–コレクション
–Altmetrics連携
–フォロー
–通知
–論⽂情報追加
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ScienceOpen
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•Allen Institute for Artificial Intelligence (AI2)
•4000万以上の論⽂を解析
–抽出: 著者，参照，図，トピック
–リンキング
–関連推薦

28

Semantic Scholar
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•想定ユーザ
–研究者
–データ提供者、資⾦提供者等他のステークホルダーは?
•機能
–まずは研究データを発⾒可能に
•データ単体
•論⽂，データ，研究者等の関係

–フィードバックは受け付けるのか?
–フォローや通知は?
–ダッシュボードやキュレーションは?
–統計や可視化は?
–独⾃の資料解析をするのか?
•海外連携
–OpenAIREのサービス間通知やLOD?
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⽇本ではどうしていくのか?
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